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研究成果の概要（和文）： 本研究では、前近代日本の病気治療と呪術の変遷について、各自の専門とする時代
を中心に史料調査などを行なった。１年に2回から３回の研究会を開き、各自の調査および研究成果を報告し、
議論してきた。
 本研究では、日本についても、東アジア全体で考えていくべきであるとする認識を持ち、海外の研究者とも連
絡を密にしてきました。2018年8月には、中国の浙江工商大学を会場に、国際シンポジウム「東アジアの歴史に
おける病気治療と呪術」を主催した。本研究の成果は、前近代日本の病気治療と呪術に関して、各自の専門分野
から論じた論集を2019年度末までに出版する予定となっており、現在、準備中である。

研究成果の概要（英文）：In this study, I performed historical materials investigations mainly on the
 times when each person specialized about Japanese disease treatment and the change of supernatural 
beliefs in pre-modern. I held meetings and reported a survey by each person and results of research 
and argued. 
I did communication thickly and, in this study, I had the recognition that we should think about in 
the whole East Asia about Japan.And we did communication with the overseas researcher. In August, 
2018, I sponsored international symposium "disease treatment and supernatural beliefs in the history
 of the East Asia" in a meeting place in Chinese Zhejiang Gongshang University.We become going to 
publish the thesises that we lectured on from the specialized field of each person about Japanese 
disease treatment and supernatural beliefs by the end of 2019 in pre-modern.We are preparing for the
 result of this study now.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
前近代日本の病気治療と呪術については、史料調査も十分になされておらず、未詳な部分が非常に多い。そこで
本研究では、各自の専門分野から史料調査を行い、前近代日本の病気治療と呪術についての論文を精力的に発表
してきた。全体の研究成果については、2019年末出版予定の『前近代日本における病気治療と呪術』にまとめる
予定である。
前近代の日本人の精神世界を明らかにする上で、病気治療と呪術の研究は不可欠である。とりわけ、治療者とし
て活躍していた僧侶や陰陽師による病気治療の変遷を論じることによって、精神世界の一端を明らかにすること
ができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 とりわけ古代から中世前期には、病気の原因はモノノケと判断されることが多かった。モノ
ノケやモノノケによる病気への治療法について検討することは、古代・中世の精神世界の一端
を論じることにもつながり、非常に重要である。それにもかかわらず、モノノケに関しては、
主に源氏物語研究者によって行われてきており、歴史学の領域からはようやくはじめられたば
かりである。モノノケ研究は立ち遅れており、僧侶の呪術や憑依現象に関しても、現代の感覚
に即して単純なかたちで理解されがちであった。前近代の病気治療における呪術については、
文学のみではなく、歴史学や宗教学などの方面からの論究も必要である状況である。 
 
２．研究の目的 
 前近代における病気治療と呪術について、明確にしていく。具体的に述べると、陰陽師によ
る病気治療、さらには僧侶による病気治療がどのように行なわれていたのかを、具体的に明確
にしていく。 
 
３．研究の方法 
毎年２回以上研究会を開催し、全体のテーマに沿った各自の研究発表をし、それぞれの成果
を報告する。また、東アジア全体で日本における病気治療と呪術について検討していく必要が
あると考えるので、中国の浙江工商大学で国際シンポジウムを開き、中国と日本における病気
治療と呪術の比較研究も行ない、研究を深めていく。 
 
４．研究成果 
当初の予定通り、１年に２～３回ずつ研究会を開き、各自の調査研究の報告をし、最終年度
には中国の浙江工商大学で国際シンポジウムを主催した。陰陽師や僧侶による病気治療と呪術
について、史料調査を進め、個別具体的に実態を明確にすることができた。研究成果について
は、2019 年度末に『前近代日本における病気治療と呪術』として論文集を出版する予定である。 
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